
[常陸国分（僧）寺跡（石岡市）]探訪レポート

　　　　　　正面が現在の国分寺





　　　　常陸国分寺の由来





　　　　　現在の国分寺の入口



　　　　参道









　　　　　史蹟常陸国分寺阯とある



　　　この正面に向かう軸線上に常陸国分寺の主要伽藍が配置されていたらしい



　中門阯とある



　　　　中門阯を左側面から見る



　　　　　大きな石は礎石のようだ



中世の天正二年（1574年）に、この中門の位置に仁王門が建立されたが、明治41年（1908年）に起きた大火によって焼失して
しまったということで、ここに残る敷石と礎石は、創建当初の中門のものではなく、この中世の仁王門ものものであるという





　　　　　色々な角度から見てみる





境内側から見る



　　　さて、正面に見えるのは薬師堂



　　　常陸国分寺弘法大師堂とある







さまざまな石造物





















　　　薬師堂













　　　薬師堂の後ろに金堂阯がある





　　　　　　標柱に金堂阯とある







　これらの石は金堂の礎石であるという









常陸国分寺跡発掘調査で出土した創建瓦（複弁十葉蓮華文軒丸瓦）は、平城京羅城門跡で発見された軒丸瓦と同系の紋様である
らしく、これは、国分寺建立に際し、当時の政府が瓦工の派遣などを含む、技術指導をしたことを物語っているという



　そして金堂の後ろには講堂阯がある



　　　　講堂の礎石も残っている







　　　　　別な角度から見てみる











　都々逸坊扇歌堂/石岡市指定文化財











　　　　　これが現在の国分寺本堂/昭和五十二年の発掘調査により、この本堂西側（左手）に鐘楼基壇が発見されたという







　　　　変わったデザインの礎石



　　本堂右側面





　　　　　標柱に「阿波青石」とある





　　本堂から振り返ると山門が見えた





　こちらが正面/その先に本堂が見える



　　　石岡市指定文化財となっている





　大正時代にこの国分寺へと移築された、千手院の山門（千手院が再興された、天正元年(1573年)の頃に建てられたものという）









　　　　さて、これは七重塔の心礎とみられる巨大な礎石





この七重塔の心礎は、この国分寺の東の国分町台地東端の伽藍御堂とよばれる地区の道路工事に伴って発見され、ここへ移され
たという



　　向こうは庫裏らしい/右手は本堂



　　ＲＣ造である
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